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（資料）

関際機年沿革

伊

第 4間IPYに向けて， 日本の研究 者は現

在具体的観測計画を検討している． 過去3 回
のIPYは， いずれも， 日本の学術研究を飛
躍的に推進させ， 国際レベルに到達させる好
機会として活用されてきた． これまでに実施

された3聞のIPY/IGYと それを契機とし

た日本の学術研究の進展との関係を振り返っ
てみる．

［餌1回国際掛年，1882～ 83年］

3 … 口ツ

ぎを削っていた時代に， オ
ストリアのカ ー ル ・ パイプレヒトは醐期的な

をした．

r植地の探険を無策に推進し， の大

地を見つけるよりも， 極地につ いて科学的な
知見を深めることを優先すべきである． 南

極 ・ 北極に観測所梢を展開し， 定まった期間
に同時観測をすべきである．」自身が探検家
であり， フランツ ・ ヨセブ ・ ランドを発見し

たパイプレヒトの呼びかけは， 世界の科学者

の賛同を得た．
188 2年の8月から盟年の8月まで、 1 3 か月

がIPYと名付けられ， その期間に楓城にお
ける侃識・地磁侃・オ … 口う？を中心、とする問

加聞には入っていない．

に2か 所の観測所聞
が観測の分姐を引き
日本は直接のIPY

388 

極域で収集した資料だけから抽出できる知
見は限られている． 地球を惑星と据え， その
重要要素である極地としての研究を進めるた
めには， 中低緯度での同時観測も， また不可
欠であるー 日本は， この要請を受けて，IPY

に協力した． 1883年に工部省用地において，
地球磁場変動の連続毎時観測を始めている．

間接的な協力も行われている． 日本最初の

開

［鮪2四国際極年，1932～ 33年］

IPYの成功に基づき， J臨城の同時観測を

期的に繰り返して実施すべきであるとの意見
は既に1905年， まだIPYの資料の分析が盛
んに行われている時期に提案されている． し

か し， 第2回国際極年（IPY2）が実現する
のは， 第l凹から正確に50年後の19 32～ 33
であった．

IPY 2 �こは， 日本も当初に番加を表明した

26 か国のーとして， 積極的に番加している．
最終的には，44か閣が掛加したと記録され

ている．
も， 少しでも北械

をしたいという意志、合
に（サハリン， ユジノ

サハリンスク：北緯 46 股58分）， 地磁筑観
測所が業！？殺されている. IPY2終了後も， 観

測所が終戦時ロシアに移管苔れるまで， 観測
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が続けられていた．
山の依倣は楓城の気候に繍似する， とい

う措想、から， 寓士山閣に気象観測所が関投ち
にも間

ち

に， さ当時 「電波
の観測が付け加え

られている桶 中綿肢にある観測所でも， 北極
上空を通ってきた龍械の観測を行うことがで
きる． 無線通信という提用面から研究を進め
ていた我が間の電波研究者も， IPY2 に参加
し， 観測を行った．

［第3回国際極年（＝＝国際地球観測年），
1957～58 年］

学術研究の進んだ闘が北半球に偏っていた
ために， これまでZ回

であった蜘 ま
あったことも，
な引でい

を進めなければならない．
し， 南極に観測所を設けることも不可能では
なくなってきた． また， 植地の研究を行うた
めには， 中低緯肢での問時観測が不可欠で、あ
ることは， 過去 2 阻の IPY が実証してきたー
このような考えから， 名称、が国際地球観測年
と変更された．

観測項目も増え， ここには列挙しないが，
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ロケットを用いた観測が新しく付け加えられ

なっ
ている．

IGY に議会加するという形で日本の南極観
測事識が始まった. IGY 前年の 1956 年に観
測隊は南極へ向かい， 翌年の初めに昭和基地
を開設した. 11名の隊員が越冬し， 日本初
の南極での観測に従事した． 1958 年2 月に，
昭和基地は一時間鎖された. 7月から翌年7
月までという IGY 期間は， 元々北概圏にお
ける船舶の逮航能力から定められたものであ
る． 昭和基地における日本の IGY観測は，

問から半年のずれを
13か月連続観測を

している．
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